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第 1 章

テクノロジーの使用例

• Cisco HyperFlex Edge（1ページ）

Cisco HyperFlex Edge

はじめに

Cisco HyperFlex Edgeは、リモートおよびブランチオフィス (ROBO)とエッジ環境のハイパー
コンバージェンスを簡素化します。このドキュメントでは、HyperFlex Edgeの導入について説
明します。

制限事項とサポート可能性の概要

サポート制限対象

HX220c M4ハイブリッドクラスタ

HX220c M5ハイブリッドクラスタ

HXAF220c M4オールフラッシュクラスタ

HXAF220c M5オールフラッシュクラスタ

クラスタ型（cluster type）

3ノード。HyperFlexEdge構成では拡張ワーク
フローがサポートされていません。

クラスタサイズ

2レプリケーションファクタ

Cisco UCSファブリックインターコネクト未
使用の 1GbEネットワーキング

ネットワーキング

最大 100VCenterごとの HXクラスタ数
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第 2 章

インストール前チェックリスト

•シングルスイッチの設定（3ページ）
•デュアルスイッチの設定（6ページ）
•ネットワークの共通要件（10ページ）
• Intersightの接続性（24ページ）

シングルスイッチの設定
シングルスイッチの設定には、サーバごとにシングルスイッチと 2つの 1 GbEポートのみを
必要とする単純なトポロジが含まれます。リンクまたはスイッチの冗長性はありません。サ

ポートされている2つのネットワークポート設定は、アクセスポートとトランクポートです。

ネットワークトポロジ
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アップストリームネットワークの要件

• VLAN機能を備えたマネージドスイッチ

• 3つの HyperFlexノード用の 6個の物理 1 GbEポート

•ジャンボフレームを設定する必要はありません。

• Cisco IntegratedManagement Controller（CIMC）へのアクセスを中断させないために、すべ
てのポートに PortFastまたは PortFastトランクを設定する必要があります。

仮想ネットワークの要件

次のネットワークに対する各 ESXiホストコールの推奨構成は分離する必要があります。

•管理トラフィックネットワーク

•データトラフィックネットワーク

• VMotionネットワーク

• VMネットワーク

ネットワークの最小構成には、少なくとも 2つの個別ネットワークが必要です。

•管理ネットワーク（VMotionと VMネットワークを含む）

•データネットワーク（ストレージトラフィック用）

それぞれ異なるネットワークを伝送する 2つの vSwitchが必要です。

• vswitch-hx-inband-mgmt：ESXi管理（vmk0）、ストレージコントローラ管理、VMotion
（vmk2）、VMゲストポートグループ

• vswitch-hx-storage-data：HyperFlexストレージデータネットワーク、ハイパーバイザスト
レージインターフェイス（vmk1）

シングルスイッチ構成で HyperFlex Edgeをいくつか導入すると、ストレージデータ vSwitch
および関連付けられたポートグループのフェールオーバー順序（スタンバイアダプタのみ追加

された状態）が表示されます。アクティブアダプタが不足している場合でも、それが原因でク

ラスタに機能上の問題が生じることはありません。フェールオーバー順序はインストールプロ

セスで設定された順序のままにしておくことを推奨します。

（注）

ポート要件

サーバごとに 2つの 1 GbEポートが必要です。

•ポート 1：管理（ESXiとCIMC）、VMotionトラフィック、およびVMゲストトラフィッ
ク
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•ポート 2：HyperFlexストレージトラフィック

•サポートされている2つのネットワークポート設定：アクセスポートまたはトランクポー
ト。

•スパニングツリー PortFast（アクセスポート）または PortFastトランク（トランクポー
ト）は、HyperFlexサーバに接続しているすべてのネットワークポートで有効にする必要
があります。

• PortFastの設定に失敗すると、ESXiの起動時にCIMCが断続的に切断され、物理リン
ク障害時に必要なネットワークの再コンバージェンスよりも長く時間がかかります。

•導入環境でアクセスポートとトランクポートのどちらが使用されるのかを確認するには、
後続の「アクセスポートとトランクポートについて」を参照してください。

物理ネットワークトポロジのガイダンス

•両方の統合 LOMポートを同じ ToRスイッチにケーブル接続します。

•必要に応じて、専用のCIMCポートを同じスイッチまたはアウトオブバンド管理スイッチ
にケーブル接続します。

• VICの 10 GbEポートは使用しないでください。

アクセスポートとトランクポートについて

イーサネットインターフェイスは、次のように、アクセスポートまたはトランクポートとし

て設定できます。

•アクセスポートはインターフェイス上に設定された 1つの VLANだけに対応し、1つの
VLANのトラフィックだけを伝送します。

Cisco HyperFlex Edge導入ガイド、リリース 2.1
5

インストール前チェックリスト

シングルスイッチの設定



•トランクポートはインターフェイス上に設定された 1つ以上の VLANに対応しているた
め、複数の VLANのトラフィックを同時に伝送できます。

次の表に、アクセスポートとトランクポート間の違いの概要を示します。この表に記載され

ている詳細を確認して、導入環境に使用するポートを決定できます。

このガイドはトランクポートを前提に書かれています。ユーザの導入環境にもトランクポー

トを強く推奨します。

重要

アクセスポートトランクポート

トランクポートよりも導入プロセスがシンプ

ルです。

CIMC、ESXi、およびHXData Platformインス
トーラ内では、より多くの設定とVLANタグ
の定義が必要です。

管理、VMotion、およびVMゲストトラフィッ
クで単一のサブネットを共有する必要があり

ます。

異なるサブネット上の管理、VMotion、および
VMゲストトラフィックを論理的に分ける機
能があります。

個別の VLANにポート 1と 2を設定するため
のマネージドスイッチが必要です。ストレー

ジトラフィックは、例外なく、専用の VLAN
を使用する必要があります。

追加の L2ネットワークを ESXiに提供する柔
軟性があります。

トランクポートとアクセスポートのいずれにも、個別の VLANにポート 1と 2を設定するた
めのマネージドスイッチが必要です。

（注）

詳細については、ネットワーク構成の例（43ページ）を参照してください。

デュアルスイッチの設定
デュアルスイッチの設定には、スイッチの障害、リンクとポートの障害、LOM/PCIe NICハー
ドウェアの障害から保護する完全な冗長性を備えた、少し複雑なトポロジが含まれます。サー

バごとに、スタンドアロンまたはスタック構成のスイッチが 2台、1 GbEポートが 4個、およ
び追加の PCIe NICが 1つ必要です。トランクポートは、唯一サポートされているネットワー
クポート設定です。
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ネットワークトポロジ

アップストリームネットワークの要件

• VLAN機能を備えた 2台のマネージドスイッチ（スタンドアロンまたはスタック構成）

• 3つの HyperFlexノード向けの、12個の物理 1 GbEポート

12個のポートはすべてトランクで、適用可能なすべての VLANを許可する必要がありま
す。

•ジャンボフレームを設定する必要はありません。

• Cisco IntegratedManagement Controller（CIMC）へのアクセスを中断させないために、すべ
てのポートに PortFastトランクを設定する必要があります。

仮想ネットワークの要件

次のネットワークに対する各 ESXiホストコールの推奨構成は分離する必要があります。

•管理トラフィックネットワーク

•データトラフィックネットワーク

• VMotionネットワーク

• VMネットワーク
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ネットワークの最小構成には、少なくとも 2つの個別ネットワークが必要です。

•管理ネットワーク（VMotionと VMネットワークを含む）

•データネットワーク（ストレージトラフィック用）

それぞれ異なるネットワークを伝送する 2つの vSwitchが必要です。

• vswitch-hx-inband-mgmt：ESXi管理（vmk0）、ストレージコントローラ管理、VMゲスト
ポートグループ

• vswitch-hx-storage-data：HyperFlexストレージデータネットワーク、ハイパーバイザスト
レージインターフェイス（vmk1）、VMotion（vmk2）

フェールオーバーの順序：

• vswitch-hx-inband-mgmt：全 vSwitchがアクティブ/スタンバイに設定されます。デフォルト
では、すべてのサービスが 1つのアップリンクポートを使用し、必要に応じてフェール
オーバーされます。VMポートグループのフェールオーバー順序は、必要に応じてオー
バーライドされることがあります。

• vswitch-hx-storage-data：HyperFlexストレージデータネットワークと vmk1は、同じアク
ティブ/スタンバイ順序に設定されます。post_installスクリプトを使用して設定されて

いる場合、vMotion VMKernelポートは反対の順序を使用するように設定されます。

ポート要件

サーバごとに 4つの 1 GbEポートが必要です。

•ポート 1：管理（ESXi、HyperFlexコントローラ、CIMC）および VMゲストトラフィッ
ク

•ポート 2：HyperFlexストレージトラフィック（および VMotionスタンバイ）

•ポート 3：VMゲストトラフィック（および管理スタンバイ）

•ポート 4：VMotionトラフィック（およびストレージスタンバイ）

• LOMを使用している 2つのポートと PCIeアドイン NICからの 2つのポート

• 1つの LOMと 1つの PCIeポートが、冗長構成の管理トラフィックと VMゲストト
ラフィックを処理します。

•冗長構成および負荷分散構成にある 1つの LOMと 1つの PCIeポートが、ストレージ
データと VMotionトラフィックを処理します。

•このトポロジには、Intel i350クワッドポートNIC（UCSC-PCIE-IRJ45）をインストールす
る必要があります。

• NICは発注時に選択し、工場出荷時にプレインストールすることを選択できます。

•個別に発注した場合は現場でインストールできます。ライザ #1または #2を使用でき
ますが、ライザ #1の使用を推奨します。
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•トランクポートはデュアルスイッチの設定でのみサポートされています。

•スパニングツリー PortFastトランクは、HyperFlexサーバに接続しているすべてのネット
ワークポートで有効にする必要があります。

• PortFastの設定に失敗すると、ESXiの起動時にCIMCが断続的に切断され、物理リン
ク障害時に必要なネットワークの再コンバージェンスよりも長く時間がかかります。

物理ネットワークトポロジのガイダンス

適切なケーブル配線は、ネットワークの完全な冗長性を確保するために重要です。警告

•両方の統合 LOMポートを同じ ToRスイッチにケーブル接続します。

• 4つの PCIe NICポートのうち、任意の 2つのポートを同じ ToRスイッチにケーブル接続
します。インストール前に 3つ以上の PCIe NICポートを接続しないでください。クラス
タのインストール後は、残りのポートを自由に使用できます。

•冗長性はvSwitchレベルで確保され、オンボードLOMからの1つのアップリンクポート、
および各 vSwitchの PCIe NICからの 1つのアップリンクポートが含まれます。

•必要に応じて、専用のCIMCポートを同じスイッチまたはアウトオブバンド管理スイッチ
にケーブル接続します。
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• VICの 10 GbEポートは使用しないでください。

ネットワークの共通要件
インストールを開始する前に、お使いの環境が次の特定のソフトウェア・ハードウェア要件を

満たしていることを確認します。

HX M5ノードでは、すべてのスイッチポートでポート速度を手動で 1000/fullに設定します。
ネットワーク構成の例（43ページ）を参照してください。

注目

VLANの要件

シングルスイッチネットワークトポロジ

デュアルスイッチネットワークトポロジ
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説明VLAN IDネットワーク

次の各ネットワークに個別のサブネットと VLANを使用します。

ESXi、HyperFlex、およびVMware
vCenter間の管理トラフィックに使
用されます。ルーティング可能で

ある必要があります。

この VLANは Intersight
にアクセスできる必要が

あります。

（注）

VMware ESXiおよび Cisco
HyperFlexの管理用の VLAN

管理 VLANと同じまたは異なる
VLANを指定できます。

この VLANは Intersight
にアクセスできる必要が

あります。

（注）

CIMC VLAN

ストレージトラフィックに使用さ

れ、L2接続のみ必要です。
HXストレージトラフィック用の
VLAN
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説明VLAN IDネットワーク

該当する場合、VMotion VLANに
使用されます。

管理VLANと同じVLAN
を指定できますが、推奨

されません。

（注）

VMware vMotion用の VLAN

VM/アプリケーションネットワー
クに使用されます。

ESXiの VMポートグ
ループで区切られた複数

の VLANを指定できま
す。

（注）

VMネットワーク用の VLAN

インバンド CIMC対アウトオブバンド CIMC

このガイドは、Shared LOM EXTモードを使用しているインバンド CIMCの使用を前提として
作成されています。結果として、CIMC管理トラフィックがLOMポートでvSphereトラフィッ
クと多重化され、ケーブル配線、スイッチポート、追加の構成が削減されます。

アウトオブバンド用途では専用CIMC管理ポートを使用することもできます。ユーザはアップ
ストリームスイッチの設定を計画する際は、この 3番目の 1 GbEポートを考慮する必要があ
ります。さらに、CIMCの構成中は、CIMCを専用モードに設定する必要があります。専用NIC
モードにおける CIMCの構成の詳細については、Cisco UCS Cシリーズのドキュメンテーショ
ンを参照してください。[NICプロパティ（NIC properties）]の下で、NICモードを [専用
（dedicated）]に設定してから構成を保存します。

いずれの場合も、CIMCから Intersightへのネットワークアクセスが必要です。

サポートされている vCenterトポロジ

次の表を使用して、vCenterのサポートされているトポロジを決定します。

推奨説明トポロジ

強く推奨外部サーバで実行され、サイ

トに対してローカル扱いとな

る仮想または物理vCenter。こ
のサーバには、管理ラックマ

ウントサーバを使用できま

す。

シングル vCenter

強く推奨WAN全体で複数のサイトを管
理する vCenter。

一元化された vCenter
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推奨説明トポロジ

HyperFlex Edgeクラスタのイ
ンストールは、vCenterがなく
ても実行できます。また、外

部vCenterとともに展開して、
クラスタに移行することもで

きます。

最新情報については、『HX
Data Platformへの vCenter導入
方法』テクニカルノートを参

照してください。

展開予定のクラスタ内で実行

される vCenter。
ネストされた vCenter

顧客導入情報

一般的な 3ノードの HyperFlex Edgeの導入の場合、13個の IPアドレスが必要です（管理ネッ
トワーク用の 10個の IPアドレスと VMotionネットワーク用の 3個の IPアドレス）。

CIMC管理 IPアドレス

CIMC管理 IPアドレスサーバ

サーバ 1

サーバ 2

サーバ 3

サブネットマスク

ゲートウェイ

DNSサーバ

NTPサーバ

適切な Intersight接続を確保するため
には、CIMCにNTPを設定する必要
があります。

（注）

ネットワークの IPアドレス

デフォルトでは、HXインストーラにより、ハイパーバイザデータネットワークとストレージ
コントローラデータネットワークに 169.254.1.Xの範囲内の IPアドレスが自動的に割り当て
られます。

（注）
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管理ネットワークの IPアドレス

（ルーティング可能であること）

ストレージコントローラの管理ネットワー

ク

ハイパーバイザ管理ネットワーク

サーバ 1：サーバ 1：

サーバ 2：サーバ 2：

サーバ 3：サーバ 3：

ストレージクラスタの管理 IPアドレス

サブネットマスク

デフォルトゲートウェイ

VMware vMotionネットワークの IPアドレス

VMotionサービスの場合、固有の VMKernelポートを設定します。VMotionの管理 VLANを使
用している場合は vmk0を再使用することもできます。

VMotionネットワーク IPアドレス（手動で設定）サーバ

サーバ 1

サーバ 2

サーバ 3

サブネットマス

ク

ゲートウェイ

ポート要件

「Intersightの接続性」に記載されている前提条件に加えて、次のポート要件も満たしているこ
とを確認してください。

重要

ネットワークがファイアウォールの背後にある場合、標準的なポート要件の他に、VMwareは
VMware ESXiとVMware vCenter用のポートを推奨します。

• CIP-Mは、クラスタ管理 IPに使用します。

• SCVMは、コントローラ VMの管理 IPです。
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• ESXiは、ハイパーバイザの管理 IPです。

次のファイアウォールポートが開いていることを確認します。

タイムサーバ

基本的な情報ポート接続先ソースサービス/プロト
コル

ポート番号

双方向タイムサーバ各 ESXiノード

各 SVCMノード

CIMC

HX Data Platform
インストーラ

NTP/UDP123

HX Data Platformインストーラ

基本的な情報ポート接続先ソースサービス/プロト
コル

ポート番号

管理アドレス各 ESXiノードHX Data Platform
インストーラ

SSH/TCP22

管理アドレス各 SVCMノード

クラスタ管理CIP-M

CIMCアドレスCIMC

管理アドレス各 ESXiノードHX Data Platform
インストーラ

HTTP/TCP80

管理アドレス各 SVCMノード

クラスタ管理CIP-M

CIMCアドレスCIMC

管理アドレス各 ESXiノードHX Data Platform
インストーラ

HTTPS/TCP443

管理アドレス各 SVCMノード

クラスタ管理CIP-M

CIMCアドレスCIMC

管理アドレス各 ESXiノードHX Data Platform
インストーラ

vSphere SDK/TCP8089

vCenterHX Data Platform
インストーラ

ハートビー

ト/UDP/TCP
902
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基本的な情報ポート接続先ソースサービス/プロト
コル

ポート番号

管理アドレスESXi IP

CVM IP

HX Data Platform
インストーラ

ICMP7444

クラスタ管理CIP-MHX Data Platform
インストーラ

UDP/TCP9333

メールサーバ

クラスタイベントへの電子メールサブスクリプションのオプション。

基本的な情報ポート接続先ソースサービス/プロト
コル

ポート番号

オプションメールサーバ各 SVCMノード

CIP-M

CIMC

SMTP/TCP25

監視

UCSインフラストラクチャをモニタする場合のオプション。

基本的な情報ポート接続先ソースサービス/プロト
コル

ポート番号

オプションCIMC監視サーバSNMPポーリン
グ/UDP

161

オプション監視サーバCIMCSNMPトラッ
プ/UDP

162

DNSサーバ

基本的な情報ポート接続先ソースサービス/プロト
コル

ポート番号

管理アドレスDNS各 ESXiノードDNS/TCP/UDP53（外部ルック
アップ）

管理アドレスDNS各 SVCMノード

クラスタ管理DNSCIP-M

DNS各CIMCアドレス
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vCenter

基本的な情報ポート接続先ソースサービス/プロト
コル

ポート番号

双方向各 SCVMノード

CIP-M

vCenterHTTP/TCP80

双方向各 ESXiノード

各 SVCMノード

CIP-M

vCenterHTTPS（プラグイ
ン）/TCP

443

双方向各 ESXiノード

各 SVCMノード

CIP-M

vCenterHTTPS（VC
SSO）/TCP

7444

双方向各 ESXiノード

各 SVCMノード

CIP-M

vCenterHTTPS（プラグイ
ン）/TCP

9443

各 ESXiノードvCenterCIMサーバ/TCP5989

このポートは、各

ホストからアクセ

ス可能である必要

があります。この

ポートがHXイン
ストーラから

ESXiホストに開
かれていない場

合、インストール

でエラーが発生し

ます。

HX Data Platform
インストーラ

ESXiサーバ

vCenterハートビート/TCP
または UDP

902
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ユーザ

基本的な情報ポート接続先ソースサービス/プロト
コル

ポート番号

管理アドレス各 ESXiノードユーザSSH/TCP22

管理アドレス各 SVCMノード

クラスタ管理CIP-M

HX Data Platform
インストーラ

各CIMCアドレス各CIMCアドレス

vCenter

SSOサーバ

管理アドレス各 SVCMノードユーザHTTP/TCP80

クラスタ管理CIP-M

CIMC

HX Data Platform
インストーラ

vCenter

各 SVCMノードユーザHTTPS/TCP443

CIP-M

各CIMCアドレス各CIMCアドレス

HX Data Platform
インストーラ

vCenter

vCenter

SSOサーバ

ユーザHTTPS
（SSO）/TCP

7444

vCenterユーザHTTPS（プラグイ
ン）/TCP

9443
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SSOサーバ

基本的な情報ポート接続先ソースサービス/プロト
コル

ポート番号

双方向各 ESXiノード

各 SCVMノード

CIP-M

SSOサーバHTTPS
（SSO）/TCP

7444

レプリケーション

ネイティブ HX非同期クラスタ間レプリケーションを構成する場合にのみ必要です。

基本的な情報ポート接続先ソースサービス/プロト
コル

ポート番号

双方向（クラスタ

管理 IPアドレス
を含む）

各 CVMノード各 CVMノードデータサービス

マネージャピ

ア/TCP

9338

双方向（クラスタ

管理 IPアドレス
を含む）

各 CVMノード各 CVMノードデータサービス

マネージャ/TCP
9339

双方向（クラスタ

管理 IPアドレス
を含む）

各 CVMノード各 CVMノードCVM/TCPのレプ
リケーション

3049

双方向（クラスタ

管理 IPアドレス
を含む）

各 CVMノード各 CVMノードクラスタマッ

プ/TCP
4049

双方向（クラスタ

管理 IPアドレス
を含む）

各 CVMノード各 CVMノードNR NFS/TCP4059

双方向（クラスタ

管理 IPアドレス
を含む）

各 CVMノード各 CVMノード複製サービス9098

双方向（クラスタ

管理 IPアドレス
を含む）

各 CVMノード各 CVMノードコーディネーショ

ン/TCPの NRマ
スター

8889

双方向（クラスタ

管理 IPアドレス
を含む）

各 CVMノード各 CVMノードハイパーバイザ

サービス/TCP
9350
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基本的な情報ポート接続先ソースサービス/プロト
コル

ポート番号

双方向（クラスタ

管理 IPアドレス
を含む）

各 CVMノード各 CVMノードHTTPS/TCP443

標準設定がなく、異なるポート設定が必要な場合は、環境のカスタマイズについて、表C-5ポー
トのリテラル値を参照してください。

ヒント

ハイパーバイザのクレデンシャル

rootrootユーザ名

Cisco123

Cisco HX Data Platformリリース 3.0
以降に基づく導入では、デフォルト

の工場出荷時のパスワードを変更し

ていない場合、新しいカスタムパス

ワードが必要です。

重要

rootパスワード

VMware vCenterの設定

HyperFlexは標準ポートを介して vCenterと通信します。ポート 80はリバース HTTPプロキシ
で使用されますが、TACのサポートを受けて変更されることがあります。ポート443はvCenter
SDKへのセキュリティで保護された通信に使用され、変更されることはありません。

（注）

vCenter管理ユーザ名

username@domain

vCenter管理パスワード

vCenterデータセンター名

VMware vSphereコンピューティン
グクラスタおよびストレージクラ

スタ名
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ネットワークサービス

• DNSサーバとNTPサーバは、HXストレージクラスタの外側に配置する必要があります。

•現時点では、信頼性の高いソースを提供するには、内部でホストされている NTPサーバ
を使用してください。

（注）

DNSサーバ

<Primary DNS Server IP address,
Secondary DNS Server IP address,
…>

NTPサーバ

<Primary NTP Server IP address,
Secondary NTP Server IP address,
…>

タイムゾーン

例：US/Eastern、US/Pacific

コネクテッドサービス

コネクテッドサービスの有効化

（推奨）

[はい（Yes）]または [いいえ
（No）]が必要

サービス要求通知用の電子メー

ル

例：name@company.com

HyperFlex Edgeとファームウェアの互換性マトリックス

Cisco HX Data Platformリリース 2.6に基づく導入

サーバ上のコンポーネントファームウェアが、次の表に記載されている最小バージョンを満た

していることを確認します。

工場出荷のシステムには、推奨のファームウェアが事前にロードされています。（注）
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表 1 : HX220c M4 / HXAF220c M4クラスタ

最小のファームウェアバージョン：2.6コンポーネント

C220M4-3.0.3cBIOS

3.0(3f)Cisco Integrated Management Controller
(CIMC)

11.00.00.12SAS HBA

4.1(3f)VIC 1227

CS01（インテル）SSD

AD50 (HGST)

5705（東芝）

N003/N0A4（Seagate）

3F3Q/8F3Q（Samsung）

HDD

3.0(3f)

ソフトウェアのダウンロード

Host Upgrade Utility（HUU）ダウンロー
ドリンク

表 2 : HX220c M5/HXAF220c M5クラスタ

最小のファームウェアバージョン：2.6コンポーネント

C220M5-3.1.2dBIOS

3.1(2d)Cisco Integrated Management Controller
(CIMC)

00.00.00.32SAS HBA

4.2(2b)VIC 1387

CS01（インテル）

0101（東芝）

0F3Q（サムスン）

SSD

N0A4（Seagate）

DA01、AD50（HGST）

5705（東芝）

HDD

3.1(2d)

ソフトウェアのダウンロード

Host Upgrade Utility（HUU）ダウンロー
ドリンク
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サポート対象VMware vSphereバージョンとエディション

vSphereの互換性のあるバージョンがすべての HyperFlexサーバにプレインストールされてい
ることを確認します。

VMware vSphereエディションVMware vSphereバージョンHyperFlexのバージョン

Enterprise Plus、Enterprise、
Standard、Essentials Plus、
ROBO

6.0 U1b、6.0 U2、6.0 U2パッ
チ 3、6.0 U2パッチ 4、6.0
U3、6.5 U1

2.6

Cisco HX Data Platformリリース 3.0に基づく導入

サーバ上のコンポーネントファームウェアが、次の表に記載されている最小バージョンを満た

していることを確認します。

M4 Edgeシステムは、Intersightインストーラではサポートされていません。オンプレミスイ
ンストーラ OVAを使用します。

（注）

表 3 : HX220c M4 / HXAF220c M4クラスタ

最小のファームウェアバージョン：3.0コンポーネント

C220M4-3.0.3cBIOS

3.0(3f)Cisco Integrated Management Controller
(CIMC)

11.00.00.12SAS HBA

4.1(3f)VIC 1227

CS01（インテル）SSD

AD50 (HGST)

5705（東芝）

N003/N0A4（Seagate）

3F3Q/8F3Q（Samsung）

HDD

3.0(3f)

ソフトウェアのダウンロード

Host Upgrade Utility（HUU）ダウンロー
ドリンク

表 4 : HX220c M5/HXAF220c M5クラスタ

最小のファームウェアバージョン：3.0コンポーネント

C220M5-3.1.2dBIOS
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最小のファームウェアバージョン：3.0コンポーネント

3.1(2d)Cisco Integrated Management Controller
(CIMC)

00.00.00.32SAS HBA

4.2(2b)VIC 1387

CS01（インテル）

0101（東芝）

0F3Q（サムスン）

SSD

N0A4（Seagate）

DA01、AD50（HGST）

5705（東芝）

HDD

3.1(2d)

ソフトウェアのダウンロード

Host Upgrade Utility（HUU）ダウンロー
ドリンク

サポート対象VMware vSphereバージョンとエディション

vSphereの互換性のあるバージョンがすべての HyperFlexサーバにプレインストールされてい
ることを確認します。

VMware vSphereエディションVMware vSphereバージョンHyperFlexのバージョン

Enterprise、Enterprise Plus、
Standard、Essentials Plus、
ROBO

6.0 U3、6.5 U1、6.5 U23.0

物理要件

HX220cノードはそれぞれ 1 RUです。3ノードクラスタの場合、3 RUが必要です。

再インストール

HyperFlex Edgeシステムの再インストールを実行する場合は、Cisco TACにお問い合わせくだ
さい。

Intersightの接続性
Intersightの接続性に関する次の前提条件を考慮してください。
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•一連のHXサーバ上にHXクラスタをインストールする前に、対応するUCSMインスタン
ス上のデバイスコネクタがCisco Intersightに接続するように正しく構成され、登録されて
いることを確認する必要があります。

•すべてのデバイスコネクタは、svc.ucs-connect.comを適切に解決でき、かつポート 443の
アウトバウンドで開始される HTTPS接続を許可する必要があります。現在の HXインス
トーラでは、HTTPプロキシの使用がサポートされています。

•すべてのコントローラの VM管理インターフェイスは、download.intersight.comを適切に
解決できる必要があり、ポート 443のアウトバウンドで開始される HTTPS接続を許可す
る必要があります。インターネットへの直接接続がない場合、現在のHXインストーラは
HTTPプロキシの使用をサポートしています。

•対象の ESXサーバ、HXコントローラネットワーク、および vCenterホストは、UCSファ
ブリックインターコネクトの管理インターフェイスからアクセス可能でなければなりませ

ん。

•工場出荷時にインストールされた、HXDPバージョン 2.5(1a)以降のHXコントローラVM
が HXサーバ上に存在する必要があります。

さらに、クラスタの展開後、継続的な管理のために Intersight内で新しい HXクラスタが自動
的に登録されます。
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第 3 章

インストール

•インストレーションの概要（27ページ）
•ラック設置型 Cisco HyperFlexノード（28ページ）
• Cisco Integrated Management Controllerの構成（29ページ）
•ファームウェアバージョンの確認（31ページ）
• Cisco HX Data Platformインストーラの導入（32ページ）
• HyperFlexクラスタの構成（33ページ）
• Cisco HX Data Platformソフトウェアインストールの確認（36ページ）
• HyperFlex Edge用の Cisco Intersight HXインストーラ（37ページ）

インストレーションの概要
インストール時には、次のワークフローに従います。

参考資料説明ステップ

•シングルスイッチの設定（3ページ）
またはデュアルスイッチの設定（6ペー
ジ）

•ネットワークの共通要件（10ページ）

システム要件を確認して、プレ

インストールワークシートの各

セクションに記入します。

1
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参考資料説明ステップ

•ラック設置型 Cisco HyperFlexノード（28
ページ）

• Cisco Integrated Management Controller
（CIMC）用のネットワーキングを設定し
ます。

「CIMCの構成：静的割り当て（29ペー
ジ）」を参照してください。

•ファームウェアバージョンを確認します。
「ファームウェアバージョンの確認（31
ページ）」を参照してください。

インストールの前提条件を準備

します。

2

• Cisco HX Data Platformインストーラをダ
ウンロードして導入します。「Cisco HX
Data Platformインストーラの導入（32
ページ）」を参照してください。

• Cisco HX Data Platformインストーラを起
動し、HyperFlexストレージクラスタを作
成します。「HyperFlexクラスタの構成（
33ページ）」を参照してください。

• vCenter Server内で Cisco HX Data Platform
ソフトウェアのインストールを確認しま

す。「Cisco HX Data Platformソフトウェ
アインストールの確認（36ページ）」
を参照してください。

Cisco HyperFlexストレージク
ラスタを導入します。

3

ラック設置型 Cisco HyperFlexノード
CiscoHX220cM4HyperFlexノードの設置についての詳細は、『CiscoHX220cM4HyperFlexNode
Installation Guide』を参照してください。

CiscoHX220cM5HyperFlexノードの設置についての詳細は、『CiscoHX220cM5HyperFlexNode
Installation Guide』を参照してください。

CIMC構成のために、コンソールドングルを使用して VGAモニタとキーボードを接続できま
す。また、サーバの背面で VGAおよび USBポートを直接接続することもできます。

あるいは、ネットワーク内で DHCPサーバを使用できる場合は、CIMCの Lights-Out構成を行
うこともできます。

重要
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Cisco Integrated Management Controllerの構成
CIMCネットワークを構成する方法として、静的（スタティック）割り当てまたはDHCP割り
当てのいずれかを選択します。

CIMCの構成：静的割り当て
Cisco IntegratedManagement Controller（CIMC）を構成するには、CIMCスタンドアロンモード
を有効にし、CIMCパスワードと設定を構成し、KVMを使用して手動で静的 IPアドレスを構
成する必要があります。それには、モニタとキーボードを備えた各サーバに物理的にアクセス

できる必要があります。一度に 1台ずつサーバを構成する必要があります。

アウトオブバンド用途では専用CIMC管理ポートを使用することもできます。ユーザはアップ
ストリームスイッチの設定を計画する際は、この 3番目の 1 GbEポートを考慮する必要があ
ります。さらに、CIMCの構成中は、CIMCを専用モードに設定する必要があります。専用NIC
モードにおける CIMCの構成の詳細については、Cisco UCS Cシリーズのドキュメンテーショ
ンを参照してください。[NICプロパティ（NIC properties）]の下で、NICモードを [専用
（dedicated）]に設定してから構成を保存します。

始める前に

•「インストール前チェックリスト（3ページ）」の説明に従って、すべてのイーサネッ
トが接続されていることを確認します。

•サーバに VGAドングルを接続し、モニタと USBキーボードを接続します。

ステップ 1 サーバの電源を入れ、画面に Ciscoロゴが表示されるまで待ちます。

ステップ 2 プロンプトが表示されたら、F8キーを押して、Cisco IMC Configurationユーティリティを起動します。

ステップ 3 [CIMCユーザの詳細（CIMC User Details）]で、[現在の CIMCパスワード（current CIMC password）]に
passwordと入力し、新しい CIMCパスワードを 2回入力してから Enterキーを押して新しいパスワードを
保存します。

システムに同梱されているデフォルトのパスワードCisco123は、インストール時に変更する必要
があります。新しいユーザ指定のパスワードを指定しない限り、インストールを続行することは

できません。

重要

ステップ 4 [IP（基本）（IP (Basic)）]で、[IPV4]をオンにし、[DHCPを使う（DHCPEnabled）]をオフにして、[CIMC
IP]、[プレフィックス/サブネット（Prefix/Subnet）]マスク、[ゲートウェイ（Gateway）]に値を入力しま
す。

ステップ 5 [VLAN（詳細設定）（VLAN (Advanced)）]で、[VLANを使う（VLAN enabled）]をオンにして、次の操作
を行います。

•トランクポートを使用する場合は、適切な [VLAN ID]を設定します。
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•アクセスポートを使用する場合は、このフィールドを空白のままにします。

ステップ 6 他の設定はデフォルトのままにして、F10キーを押して構成を保存し、ESCキーを押してユーティリティ
を終了します。

ステップ 7 Webブラウザで、CIMCページ（https://CIMC IPアドレス）に直接移動します。

ステップ 8 ユーザ名 adminと新しい CIMCパスワードを入力し、[ログイン（Log In）] をクリックします。

ステップ 9 [サーバ（Server）]> [電源ポリシー（PowerPolicies）]に移動して、目的の動作と一致する電源ポリシーを
手動で設定します。

サーバはデフォルトで、電力復元ポリシーを工場出荷時の設定 [電源オフ（Power Off）]に設定します。

次のタスク

仮想KVMコンソールを使用することも、物理KVMを引き続き使用することもできます。SD
カードには工場出荷時に ESXiがプリインストールされているので、インストール時に自動的
に起動します。

CIMCの構成：DHCP割り当て
Cisco IntegratedManagement Controller（CIMC）を構成するには、CIMCスタンドアロンモード
を有効にし、CIMCパスワードと設定を構成し、DHCPから取得した動的 IPアドレスを構成す
る必要があります。この場合、ネットワークの設定作業が増えますが、HyperFlexEdgeノード
の Lights-Outセットアップを有効にすることで構成が容易になります。すべてのサーバが同時
に自動的にアドレスをリースするため、導入時間が短縮されます。

始める前に

•「インストール前チェックリスト（3ページ）」の説明に従って、すべてのイーサネッ
トが接続されていることを確認します。

• DHCPサーバが有効なスコープで構成されて稼働していることを確認します。

• DHCPサーバが管理 VLANで直接リッスンしているか、スイッチ上に IPヘルパーが構成
されていることを確認します。

•インバンド CIMCとアウトオブバンド CIMCのどちらを使用するかを決定します。

•インバンド CIMCを使用する場合、すべての HyperFlex Edgeスイッチポートに対応
するネイティブVLANが正しいDHCPVLANと一致するように構成します。CIMCが
自動的にアドレスをリースできるようにするには、これが唯一の方法です。

•アウトオブバンドCIMCを使用する場合、DHCPVLAN上にアクセスモード専用のス
イッチポートを構成します。
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ステップ 1 電源ケーブルを接続します。

ステップ 2 DHCPログまたはリーステーブルにアクセスして、取得した CIMCアドレスを確認します。

ステップ 3 C220-<S/N>のホスト名を検索して HyperFlexサーバを見つけ、HX Data Platformインストーラに入力する
必要があるアドレスをメモします。

次のタスク

DHCPを使用する場合、HyperFlexデータプラットフォームのインストールを開始する前に手
動でユーザ定義 CIMCパスワードを設定する必要があります。Web UIまたは CLIセッション
のいずれかを使用して、新しいパスワードを設定します。デフォルトのパスワード password
を変更する必要があります。そうしない場合、インストールが失敗します。

ファームウェアバージョンの確認
現在の BIOS、CIMC、SAS HBA、およびドライブのファームウェアバージョンを表示して、
それらのバージョンが、ネットワークの共通要件（10ページ）の Cisco HyperFlex Edgeと
ファームウェアの互換性マトリックスに記載されているバージョンと一致していることを確認

します。

ステップ 1 お使いのブラウザで https://<CIMC IP>にアクセスして、CIMC Web UIにログインします。

ステップ 2 ナビゲーションウィンドウで [サーバ（Server）]をクリックします。

ステップ 3 [サーバ（Server）]ページで [概要（Summary）]をクリックします。

ステップ 4 [サーバの概要（Server Summary）]ページの [Cisco Integrated Management Controller（CIMC）情報（Cisco
Integrated Management Controller (CIMC) Information）]セクションで、[BIOSバージョン（BIOS Version）]
と [CIMCファームウェアバージョン（CIMC Firmware Version）]を検索してメモします。

ステップ 5 CIMCで、[インベントリ（Inventory）] > [PCIeアダプタ（PCIe Adapters）]の順に移動し、[SAS HBAの
バージョン（SAS HBA Version）]を見つけて値をメモします。

ステップ 6 CIMCで、[インベントリ（Inventory）] > [ストレージアダプタ（Storage Adapters）]の順に移動します。

ステップ 7 使用しているサーバの種類に応じて、次のいずれかに移動します。

a) M4の場合、[UCSC-SAS12GHBA] > [詳細（Details）] > [物理ドライブ情報（Physical Drive Info）]の
順に移動して、ドライブの種類、製造元、およびファームウェアバージョンをメモします。

b) M5の場合、[UCSC-SAS-M5] > [詳細（Details）] > [物理ドライブ情報（Physical Drive Info）]の順に移
動して、ドライブの種類、製造元、およびファームウェアバージョンをメモします。

ステップ 8 現在のBIOS、CIMC、SASHBA、およびドライブファームウェアのバージョンとネットワークの共通要件
（10ページ）の Cisco HyperFlex Edgeとファームウェアの互換性マトリックスに記載されているバージョ
ンを比較します。

ステップ 9 最小バージョンを満たしていない場合、互換性マトリックスのHostUpdateUtility（HUU）ダウンロードリ
ンクを基に、システムで実行中のファームウェアのバージョン（Cisco仮想インターフェイスカード（VIC）、
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PCIアダプタ、RAIDコントローラ、ドライブ（HDD/SSD）ファームウェアを含む）をアップグレードし
ます。CiscoHUUユーザガイド [英語]の最新および以前のリリースは、http://www.cisco.com/c/en/us/support/
servers-unified-computing/ucs-c-series-rack-servers/products-user-guide-list.htmlで見つけることができます。

Cisco HX Data Platformインストーラの導入
HX Data Platformインストーラを導入できる場所は、ESXiServer、VMwareワークステーショ
ン、VMwareFusion、またはVirtual Boxです。HyperFlexソフトウェアは、展開可能な仮想マシ
ンとしてオープン仮想アプライアンス（OVA）ファイル形式で配布されます。VMwarevSphere
（シック）クライアントを使用してHXData Platformインストーラを導入するには、次の手順
に従います。

ステップ 1 HX Data Platformインストーラ OVAを Cisco.comからダウロードし、パッケージをローカルに保存しま
す。

バージョンが、「ネットワークの共通要件（10ページ）」に記載されている Cisco HyperFlex Edgeおよ
びファームウェアの互換性マトリクスと一致することを確認してください。

ステップ 2 vSphereクライアントを使用して vCenterにログインします。

ステップ 3 [ファイル（File）] > [OVFテンプレートの導入（Deploy OVF Template）]の順に選択します。

ステップ 4 [OVFテンプレートの導入（Deploy OVF Template）]ウィザードの [送信元（Source）]ページで、送信元
の場所を指定し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [OVFテンプレートの詳細（OVF Template Details）]ページで、情報を確認してから [次へ（Next）]をク
リックします。

ステップ 6 （任意）[名前と場所（Name and Location）]ページで、仮想アプライアンスの名前と場所を編集し、[次
へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [ホスト/クラスタ（Host/Cluster）]ページで、導入先のホストまたはクラスタを選択し、[次へ（Next）]
をクリックします。

ステップ 8 [リソースプール（Resource Pool）]ページで、OVFテンプレートの実行場所となるリソースプールを選
択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 9 [ストレージ（Storage）]ページで、導入後の OVFテンプレートを保管するデータベースを選択し、[次
へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 [ディスクフォーマット（DiskFormat）]ページで、仮想マシンの仮想ディスクを保管するディスクフォー
マットを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 11 [ネットワークマッピング（Network Mapping）]ページで、OVFテンプレートで指定されているそれぞ
れのネットワークについて、[宛先ネットワーク（Destination Network）]列を右クリックしてインフラス
トラクチャ内のネットワークを選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 12 インストーラ VMの OVFプロパティとして、ホスト名、デフォルトゲートウェイ、DNSサーバ、IPア
ドレス、およびサブネットマスクを指定します。
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あるいは、DHCPで割り当てられるアドレスを使用するには、すべてのOVFプロパティを空白のままに
します。

ステップ 13 [準備完了（Ready to Complete）]ページで、[展開後に電源をオン（Power On After Deployment）]を選択
し、[終了（Finish）]をクリックします。

HyperFlexクラスタの構成

ステップ 1 Webブラウザで、インストーラVMの IPアドレスを入力し、[承認（Accept）]または [続行（Continue）]
をクリックして SSL証明書エラーをバイパスします。

ステップ 2 ログイン画面の右下隅にある [ビルド ID（Build ID）]で HyperFlexインストーラのビルド IDを確認しま
す。

ステップ 3 ユーザ名 rootとパスワードCisco123を使用してCiscoHXData Platformインストーラにログインします。

システムに同梱されているデフォルトのパスワード Cisco123は、インストール時に変更する必
要があります。新しいユーザ指定のパスワードを指定しない限り、インストールを続行するこ

とはできません。

重要

ステップ 4 エンドユーザライセンス契約書を読み、[利用規約に同意する（I accept terms and conditions）]をオンに
してから、[ログイン（Login）]をクリックします。

ステップ 5 [Workflow（ワークフロー）]ページで、[HyperFlexによるクラスタ作成（Cluster Creation with HyperFlex
Edge）]をクリックします。

ステップ 6 [クレデンシャル（Credentials）]ページで、次のフィールドに値を入力してから、[続行（Continue）]を
クリックします。

説明名前

vCenterクレデンシャル

vCenter ServerのFQDNまたは IPアドレス。vCenter
rootレベルの管理権限を持つアカウントを使用する
必要があります。

vCenterサーバ

管理者ユーザ名。ユーザ名

管理者パスワード。[管理パスワード（Admin Password）]

[CIMCクレデンシャル（CIMC Credentials）]

CIMCのユーザ名。デフォルトのユーザ名はadmin
です。

[CIMCユーザ名（CIMC User Name）]

CIMCのパスワード。デフォルトのパスワードは
passwordです。

パスワード
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説明名前

ハイパーバイザのクレデンシャル

管理者ユーザ名。デフォルトのユーザ名は rootで
す。

管理者ユーザ名

デフォルトのパスワードは Cisco123です。

システムに同梱されているデフォルトの

パスワード Cisco123は、インストール時
に変更する必要があります。新しいユー

ザ指定のパスワードを指定しない限り、

インストールを続行することはできませ

ん。

重要

[管理パスワード（Admin Password）]

ステップ 7 [IPアドレス（IP Addresses）]ページで、各サーバに割り当てられたアドレスを入力します。

ステップ 8 [クラスタ構成（ClusterConfiguration）]ページで、次のフィールドに値を入力してから、[続行（Continue）]
をクリックします。

プリインストールワークシートを使用して、すべてのフィールドに値を入力します。（注）

説明名前

Cisco HXクラスタ

ユーザが指定するHyperFlexストレージクラスタの
名前。

クラスタ名

HyperFlex Edge導入でのリプリケーションファク
タは 2に固定されています。

レプリケーションファクタ

コントローラ VM

デフォルトのパスワードは Cisco123です。

システムに同梱されているデフォルトの

パスワード Cisco123は、インストール時
に変更する必要があります。新しいユー

ザ指定のパスワードを指定しない限り、

インストールを続行することはできませ

ん。

重要

管理者パスワードの作成

管理者パスワードを再入力して確認します。管理者パスワードの確認

vCenterの設定

HyperFlexホストの追加場所となった vCenterデー
タセンターの名前。

vCenterデータセンター名
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説明名前

HyperFlexホストの追加場所となった vCenterクラ
スタの名前。

vCenterクラスタ名

システムサービス

各 DNSサーバの IPアドレスのカンマ区切りリス
ト。

[DNSサーバ（DNS Server(s)）]

各 NTPサーバの IPアドレスのカンマ区切りリス
ト。

信頼性の高い NTPサーバが必要です。重要

NTPサーバ

コントローラ VMのローカルタイムゾーン。[タイムゾーン（Time Zone）]

自動サポート

自動サポートを有効にするには、このチェックボッ

クスをオンにします。

自動サポートを有効にして、メールア

ラートを Cisco TACに送信できるように
することを強くお勧めします。

（注）

自動サポートを有効にします（推奨）。

サービスリクエスト通知を受信するメールアドレ

ス。

[サービスチケット通知の送信先（Send service ticket
notifications to）]

例：name@company.com

ステップ 9 [クラスタ構成の詳細設定（Advanced Cluster Configuration）]ページで、次のフィールドに値を入力して
から、[続行（Continue）]をクリックします。

説明名前

詳細ネットワーク

トランクポートを使用する場合は、適切な VLAN
タグを入力します。

アクセスポートを使用する場合は、両方の VLAN
タグに 0を入力します。

管理 VLANタグ

データ VLANタグ

自動入力された vSwitch名を変更しないでくださ
い。

管理 vSwitch

データ vSwitch

詳細設定
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説明名前

オンにしません。HyperFlexEdge導入で通常サイズ
のパケットが確実に使用されるよう、このチェック

ボックスはオンにしないでください。

データネットワーク上のジャンボフレームを有効化

既存のすべてのデータとパーティションをHXスト
レージクラスタから削除する場合は、このチェッ

クボックスをオンにします。たとえば、クラスタに

このソフトウェアをインストールするのは初めてで

はない場合、このチェックボックスをオンにしま

す。

ディスクパーティションのクリーンアップ

VDI展開を最適化する場合は、このチェックボック
スをオンにします。

[VDIのみの展開用に最適化（Optimize for VDi only
deployment）]

このフィールドには、Cisco TACから指示があった
場合にのみ値を入力してください。

vCenter Single-Sign-On Server

[進捗状況（Progress）]ページで、すべてのクラスタ構成タスクの進捗状況を確認します。導入が完了す
るまでには 20～ 45分かかります。

ステップ 10 導入が完了すると、[導入の概要（Summary Deployment）]ページに導入の詳細が要約されて表示されま
す。

次のタスク

HX Data Platformプラグインのインストールを確認します。「Cisco HX Data Platformソフト
ウェアインストールの確認（36ページ）」を参照してください。

Cisco HX Data Platformソフトウェアインストールの確認

ステップ 1 vSphere Webクライアントを起動して、管理者として vCenter Serverにログインします。

ステップ 2 [vCenter Inventoryリスト（vCenter Inventory Lists）]に、Cisco HX Data Platformが表示されていることを確
認します。

Cisco HX Data Platformのエントリが表示されていない場合は、vCenterからログアウトしてブラウザを閉
じ、再度ログインします。ほとんどの場合はこの操作で問題が解決します。

vCenterからログアウトしても問題が解決されない場合は、vSphere Webクライアントを再起動する必要が
あります。VCSAに SSHで接続し、service vsphere-client restartを実行します。Windows対応 vCenter
の場合、MMCのサービスページで VMware vSphere Webクライアントを再起動します。

ステップ 3 新しいクラスタがオンライン状態になっていて、登録済みであることを確認してください。
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HyperFlex Edge用の Cisco Intersight HXインストーラ
Intersight HXインストーラを使用すると、HyperFlex Edgeクラスタを短時間で展開できます。
このインストーラにより、「HXクラスタプロファイル」と呼ばれるクラスタの事前構成定義
が作成されます。この定義は、HX Edgeクラスタ内の HXノードの論理的表現です。HXクラ
スタプロファイルで、Cisco Intersight内にプロビジョニングされる各 HXノードが指定されま
す。

展開の詳細な手順については、『CiscoHyperFlex InstallationGuide for Cisco Intersight』を参照し
てください。
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インストール後のタスク

•インストール後のタスク（39ページ）
• VMotionの構成（40ページ）

インストール後のタスク

ステップ 1 Webブラウザで、Http://<インストーラ VM IP アドレス>/msshに移動し、ユーザ名 rootとパスワー
ドを使用してログインし、~#post_installを実行します。

ステップ 2 Enterキーを押して、Webベースの SSHウィンドウでインストール後のタスクを開始します。

ステップ 3 画面に表示される指示に従って、インストールを完了します。
post_installスクリプトによって以下の操作が実行されます。

• vCenterホストにライセンスを与えます。

•ベストプラクティスごとのクラスタの HA/DRSの有効化。

• vCenter内での SSH/Shell警告を抑止します。

•ベストプラクティスに沿って VMotionを構成します。

•追加ゲストの VLAN/ポートグループの追加。

•テストの自動サポート（ASUP）電子メールの送信。

• HyperFlex Edge構成チェックを実行します。
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VMotionの構成

vMotionの自動構成
Post_installスクリプトにより、ネットワークトポロジに基づいて自動的に VMotionが構成
されます。

シングルスイッチに関する考慮事項

•自動構成では、トランクポートのみがサポートされ、専用 VMotion VLANを使用した構
成のみが可能です。

•アクセスポートを使用する場合や、共有 VMotion VLANを使用して構成する場合は、既
存の管理 VMkernelポート（vmk0）上に VMotionを手動で構成する必要があります。

。

• VMotionは 1GbE管理および VMネットワークアップリンクで共有されます。

• VMotionによってリンクが完全に飽和状態にならないよう、デフォルトの 500Mbpsトラ
フィックシェーパーを使用して新しい VMKernelポート（vmk2）が作成されます。この
デフォルト値を、post_installの実行後に変更することができます。手動によるトラフィッ

クシェーピングの構成（41ページ）を参照してください。

デュアルスイッチに関する考慮事項

• VMotionは、専用 1 GbEアップリンク上に構成されます。

•新しい VMKernelポート（vmk2）が作成されます。フェールオーバーの順序は、通常の
ネットワーク条件下でストレージデータと VMotionが分離されるように自動構成されま
す。

•この構成では、トラフィックシェーパーは必要ありません。

手動による vMotionの構成
VMotionを環境のニーズに応じてさまざまな方法で構成できます。このタスクで説明するのは
構成の一例です。この手順を基に、必要に応じてバリエーションを適用できます。

この設定では、ポート 1でトランキングされる固有の VLANを VMotionに使用します。

ステップ 1 vSphere Webクライアントを起動して、管理者として vCenter Serverにログインします。

ステップ 2 [vCenter Inventoryリスト（vCenter Inventory Lists）]でHyperFlexホストをクリックし、[管理（Manage）] >
[ネットワーキング（Networking）] > [仮想スイッチ（Virtual Switches）]の順に移動します。

ステップ 3 [ホストネットワークの追加（Add Host Networking）]をクリックします。
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ステップ 4 [ネットワークの追加ウィザード：接続タイプ（AddNetworkWizard:ConnectionType）]ページで、[VMkernel]
をクリックしてから、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [vswitch-hx-inband-mgmtを使用（Use vswitch-hx-inband-mgmt）]をクリックしてから、[次へ（Next）]をク
リックします。

ステップ 6 [ネットワークラベル（Network Label）]に識別しやすいラベル（vMotionなど）を入力し、[VLAN ID]に
正しい値を入力してから、[vMotionにこのポートグループを使用（Use this portgroup for vMotion）]をオン
にし、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [次の IP設定を使用（Use the following IP settings）]をクリックし、スタティック IPv4アドレスと [サブネッ
トマスク（Subnet Mask）]の値を入力してから、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 設定内容を確認し、[Finish（終了）]をクリックします。

ステップ 9 HyperFlexストレージクラスタに含まれるすべてのHyperFlexホストとコンピューティング専用ホストにつ
いて、上記の手順を繰り返します。

手動によるトラフィックシェーピングの構成

共有アップリンクでのネットワーク輻輳を防ぐためのベストプラクティスは、VMotionイン
ターフェイスでトラフィックシェーピングを有効にすることです。トラフィックシェーパー

を構成しないと、VMotionトラフィックが管理ポートを枯渇させて、VMゲストトラフィック
が同じ物理 1 GbEポートを共有する可能性があります。VMware vSphere標準スイッチでは、
出力トラフィックシェーピングのみを構成できます。

ステップ 1 vSphere Webクライアントを起動して、管理者として vCenter Serverにログインします。

ステップ 2 [vCenter Inventoryリスト（vCenter Inventory Lists）]でHyperFlexホストをクリックし、[管理（Manage）] >
[ネットワーキング（Networking）] > [仮想スイッチ（Virtual Switches）]の順に移動します。

ステップ 3 VMotionポートグループが含まれている vSwitchを選択します。

ステップ 4 VMotionポートグループ名をクリックし、[設定の編集（Edit Settings）]（鉛筆アイコン）をクリックしま
す。

ステップ 5 左側のメニューで、[トラフィックシェーピング（Traffic shaping）]を選択します。

ステップ 6 [オーバーライド（Override）]チェックボックスをオンにしてトラフィックシェーピングを有効にします。

ステップ 7 平均帯域幅とピーク帯域幅を、環境のニーズに適合する値に設定します。たとえば両方に500,000キロビッ
ト/秒を使用すると、1GbEアップリンクで使用可能な合計帯域幅の 50%を表すことになります。

ステップ 8 [OK]を選択して設定を保存します。

平均帯域幅を適切な値に設定するよう注意してください。ピーク帯域幅はトラフィックのバース

トにのみ適用され、VMotion動作では短時間で枯渇します。
（注）
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第 5 章

付録

•ネットワーク構成の例（43ページ）
• BIOS設定の回復 （47ページ）

ネットワーク構成の例

シングルスイッチ

トランクポートを使用している Nexus 5548

vlan 101
name HX-MGMT

vlan 102
name HX-STORAGE

vlan 103
name HX-vMOTION

vlan 104
name HX-GUESTVM

…
interface Ethernet2/11
description HX-01-Port1
switchport mode trunk
switchport trunk allowed vlan 101-104
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/12
description HX-01-Port2
switchport mode trunk
switchport trunk allowed vlan 101-104
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/13
description HX-02-Port1
switchport mode trunk
switchport trunk allowed vlan 101-104
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/14
description HX-02-Port2
switchport mode trunk
switchport trunk allowed vlan 101-104
spanning-tree port type edge trunk
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speed 1000
interface Ethernet2/15
description HX-03-Port1
switchport mode trunk
switchport trunk allowed vlan 101-104
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/16
description HX-03-Port2
switchport mode trunk
switchport trunk allowed vlan 101-104
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

トランクポートを使用している Catalyst 3850-48T

vlan 101
name HX-MGMT

vlan 102
name HX-STORAGE

vlan 103
name HX-vMOTION

vlan 104
name HX-GUESTVM

…
interface GigabitEthernet1/0/1
description HX-01-Port1
switchport trunk allowed vlan 101-104
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk
interface GigabitEthernet1/0/2
description HX-01-Port2
switchport trunk allowed vlan 101-104
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/3
description HX-02-Port1
switchport trunk allowed vlan 101-104
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk
interface GigabitEthernet1/0/4
description HX-02-Port2
switchport trunk allowed vlan 101-104
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/5
description HX-03-Port1
switchport trunk allowed vlan 101-104
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/6
description HX-03-Port2
switchport trunk allowed vlan 101-104
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk
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デュアルスイッチ

トランクポートを使用している Nexus 5548

この構成では、ネイティブ vlan 105を使用しているインバンド管理とともに DHCPを使用し
ます。このスイッチでは両方の 1 GbE LOMに接続して、dhcp relayコマンドを使用します。

ip dhcp relay
…
interface Vlan105
ip address 10.1.2.1/24
ip dhcp relay address 10.1.1.2
no shutdown

vlan 101
name HX-MGMT

vlan 102
name HX-STORAGE

vlan 103
name HX-vMOTION

vlan 104
name HX-GUESTVM

vlan 105
name HX-DHCP-CIMC

…
interface Ethernet2/11
description HX-01-Port1
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/12
description HX-01-Port2
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/13
description HX-02-Port1
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/14
description HX-02-Port2
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/15
description HX-03-Port1
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

interface Ethernet2/16
description HX-03-Port2
switchport mode trunk
switchport trunk native vlan 105
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switchport trunk allowed vlan 101-105
spanning-tree port type edge trunk
speed 1000

スイッチ #2で同じ設定を繰り返します。dhcp relayコマンドと interface Vlan 105コマンド

は削除します。

トランクポートを使用している Catalyst 3850-48T

この構成では、vlan 105に静的に割り当てられている CIMC IPを使用します。すべてのトラ
ンクインターフェイスですべてのvlansが許可されます。セキュリティ上の理由から、すべて

のポート設定に switchport trunk allowed vlanステートメントを追加し、VLANを HyperFlex
の導入に必要なものに限定することを推奨します。

vlan 101
name HX-MGMT

vlan 102
name HX-STORAGE

vlan 103
name HX-vMOTION

vlan 104
name HX-GUESTVM

vlan 105
name HX-CIMC

…
interface GigabitEthernet1/0/1
description HX-01-Port1
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/2
description HX-01-Port2
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/3
description HX-02-Port1
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/4
description HX-02-Port2
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/5
description HX-03-Port1
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

interface GigabitEthernet1/0/6
description HX-03-Port2
switchport mode trunk
speed 1000
spanning-tree portfast trunk

スイッチ #2で同じ設定を繰り返します。
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BIOS設定の回復
Cisco HyperFlexノードには、HyperFlexの動作に最適化されたデフォルトポリシーが付属して
います。CIMC構成を完了した後は、工場出荷時に構成された BIOS設定を変更しないでくだ
さい。誤って BIOSを再設定してしまった場合は、手動で BIOS設定を再構成する必要があり
ます。

ステップ 1 サーバを再起動し、起動画面で F2キーを押して BIOSセットアップを開始します。

ステップ 2 F9キーを押してデフォルトユーザ設定を復元し、以下の設定を変更します。

M5値M4値BIOS設定

有効有効Passthrough DMA

有効有効Direct Cache access

無効無効Power Technology

無効無効CPU C6 Report

無効無効Enhanced Halt State(C1E)

COM0COM0コンソールのリダイレクト(Console
Redirection)

無効無効Memory Mapped IO Above 4GB

無効無効SR-IOV support

有効有効PCI ROM CLP

任意（デフォルトはオフ）任意（デフォルトはオフ）電源ポリシー
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